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ギャラリートークを連日開催！
5月1日から13日まで、会期中連日、大阪市立近代美術館建設準備室の学芸員によるギャラリートークを開催します。

平日は展覧会全体をたっぷり40分、土・日・祝はテーマを絞ってじっくり20分。ご参加お待ちしています。

■平日 ： 午後4時～（約40分）　■土・日・祝 ： 午前11時～、午後4時～（各回約20分）
＊集合場所 ： 大丸ミュージアム〈梅田〉入口
＊参加費 ： 無料（ただし、展覧会会場内での開催のため入場券が必要です）

　通天閣とエッフェル塔、中之島にシテ島。何より、大都市にもかかわらず人間の
許容量を超えていない大きさ、ひとつの街として私たち一人ひとりが掴みきれる
雰囲気。いかがでしょう。大阪とパリは似ていませんか？
　とんでもないと思う方、ありえないと思う方、多々いらっしゃるでしょう。確かに、
人口や面積、経済規模、観光・文化資源の数、その他もろもろ、共通点を見つける
ことは簡単ではなく、似ている根拠を数字で示せと言われると、つらいものが
あります。しかし、中之島をめぐる船旅のなか橋をくぐるたびに思うのです。
やっぱり大阪はパリに似ていると。

　「パリ―大阪 街と芸術をめぐる物語」は、19世紀末から20世紀前半、特に
1920年代から30年代、大正から昭和に移る時代を中心に、街に魅了された
画家と、画家たちを惹きつけた街にスポットライトを当て、６つの断章、12のエピソード、
そして60点の作品で綴る展覧会です。
　「古き良き時代（ベルエポック）」から「狂乱の時代（レ・ザネ・フォル）」へと二度
の黄金期を謳歌したパリと、「大大阪（だいおおさか）」と日本最大の都市を
誇った商都、大阪。このふたつの都市で、どんな芸術家が、どんな想いで、何を
描こうとしたのかを探っていきます。そこに見えてくるのはハッピーエンドばかりで
はありませんが、この街だからこそ生まれたといえる、多彩な作品と物語が浮かび
上がってきます。

時空を超えた芸術の旅に出かけませんか？
つか

ラウル・デュフィ《セーヌ、オワーズとマルヌ川》1938年 サントリーコレクション
ⒸADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2013  E0330

池田 遙邨《雪の大阪》1928年
大阪市立近代美術館建設準備室蔵

佐伯 祐三
《カフェ・タバ》
1927年 
大阪市立近代美術館
建設準備室寄託

小出 楢重
《市街風景》
1925年
 個人蔵

　世紀末パリの街角を彩ったロートレックやミュ
シャのポスターや、刻 と々近代化が進むパリの都
市風景を画布に留めた印象派ピサロの絵画。
東京、京都画壇とは一線を画す濃厚な大阪の
日本画や、フランス人と異邦人画家がしのぎを
削るパリ美術界の作品。都市の中心、中之島や
セーヌ川に惹かれた画家たちから、現実を超え
た何かを表現しようとしたアーティストたちまで 
― 60点の作品には、60の独創的な世界が展開
されています。
　ラウル・デュフィが描いた壁画の習作には、パリ
発展の源セーヌ川が大西洋に向かって流れて
いく様子が、周囲の風景とともに色彩鮮やかに

そして軽やかに描かれています。池田遙邨は
1928年、雪化粧が施された「大大阪」を描き、
寒さに一瞬止まったような姿を見せるダイナ
ミックな産業都市をあたたかい詩情で包み
込みました。
　パリに渡るもすぐに帰国し、関西で洋風な生
活を営みながら、大阪の温気（うんき）を個性と
とらえた小出楢重。故郷大阪を離れ、パリに魅
せられ、身を削ってもパリの下町を描き続けた
佐伯祐三。本展では、小出の人物画や静物
画、佐伯のパリ風景画と、それぞれ独自の作
風をご堪能いただくとともに、ふたりがほぼ同時
期に描いた中之島の風景を並べてご覧いただ
ける貴重な機会となりました。

展覧会のみどころ

INFORMATION

平成25年5月1日（水）～13日（月）

大阪市北区梅田3‐1‐1　大丸梅田店15階（JR大阪駅直結）
電話 ： 06-6343-1231  

大阪市の
美術館は今
大阪市は大阪都市魅
力創造戦略に位置付
けられた「中之島ミュー
ジアムアイランド構想」
に基づき、北区中之島
4丁目に大阪の持つポ
テンシャルと受け継いだ
遺産を十分に活用して、
世界からも注目を集める
新たな美術館の整備を
めざします。

開催概要

午前10時～午後8時（入場は午後7時30分まで）　
※最終日は午後6時まで（入場は午後5時30分まで）

開場時間

入場料

前売券 ： 一般700円／高校・大学生500円　
　　　　　（4月30日までローソンチケット［Lコード57218］ならびに
　　　　　大丸梅田店地下2階サービスセンターにて販売）

当日券 ： 一般900円（700円）／高校・大学生700円（500円）

■主催 ： 大阪市、読売新聞社、大丸松坂屋百貨店
■後援 : フランス大使館　
■協賛 ： あいおいニッセイ同和損保

ホームページ http://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu120/artrip/

※中学生以下無料／（　）内は団体10名様以上の料金、及び
DAIMARU CARD、マツザカヤカード、大丸松坂屋友の会カード、
ブライダルサークル会員証をお持ちの方のご優待料金。

大阪城天守閣   幕末大坂城湿板写真原板 本丸東側諸櫓
　「おススメコレクション」といいながら実物の公開がほとんどできないのがこれ。ガラス製で、しかも
焼きつけられた像は光に弱いので、めったに表に出せないのです。写っているのは江戸時代末期
の慶応元年（1865）もしくは翌年の大坂城で、本丸東側の石垣の上に三層の櫓(やぐら)が3棟そび
えています。将軍が在城するなど幕末政治の舞台となっていた大坂城ですが、数年後の戊辰戦争で
燃えてしまいました。撮影時と同じ場所に立つといつも「これらの建物が残っていれば…」と思うの
ですが、喪失感を抱かせるのもまた大阪城の魅力の一つというべきでしょう。　　　　　　　

 （大阪城天守閣主任学芸員　宮本裕次）

※今回紹介した写真は展示されませんが、大阪城天守閣では5月6日（月・振休）まで、昭和のはじめごろの古写真
を中心としたテーマ展「南木コレクションシリーズ第13回 古写真にみる なにわの行事・祭礼」が開催されます。

幕末大坂城湿板写真原板　本丸東側諸櫓　大阪城天守閣蔵
大阪城天守閣 〒540-0002  大阪市中央区大阪城 1-1所在地

「天満橋」３号出口
アクセス 地下鉄 「谷町四丁目」１-Ｂ・９号出口、「森ノ宮」３-Ｂ号 ・ １号出口、「大阪ビジネスパーク」１号出口、

TEL 06-6941-3044 FAX 06-6941-2197 

ホームページ http://www.osakacastle.net/
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